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本シートのPDFファイルをご用意しました。本誌年
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「ハラスメント」の理解と注意

ハラスメントは会社を破壊する！
　「ハラスメントによる離職者は年間約87万人」とい
う調査結果があります（パーソル総合研究所・2022
年11月）。ハラスメントは，個人・企業ともに命取り
になる重大な問題です。やってはいけないと誰もが
分かっているのに事案発生は絶えません。その原因
の 1つには，社員全員で共通した理解を持てていな
いことが挙げられます。ハラスメントを防止するた
めには，以下の 3つの要件がポイントになります。
①ハラスメントに関する法律とコミュニケーション
の正しい知識を持っている
②常にそれらの知識を実際に意識し続けている
③感情や外部からの圧力などに影響を受けずに正し
い行動を選択できている
　さらに「想像力＝思いやりの要素」を加えると現
実的な対応への理解が深まるでしょう。
　今は，セクハラ・パワハラだけではなくハラスメ
ントのパターンは広がっていますが，いずれも言い
訳は通用しません。「知らなかった」「悪意はなかった」
「会社のためを思って」「今まで問題なかったから」
……どれも恥ずかしい言葉で終わります。
　本稿は，誰もが被害者・加害者にならないための
ヒントを12シートで整理しました。ぜひ社内で共有
し，働きやすい職場を作っていきましょう。 （著者）
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～働きやすい職場を作るために共有しておきたい予防・対応のヒント～
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